
　２月26日、役場庁舎４階住民センター集会室で、中学生ワークショップが開催されました。
　このワークショップは、幅広い年代の皆さんに村政に参画いただくため、これまで意見聴取の
機会が少なかった中学生を対象に企画したもので、昨年に引き続き２回目の開催となりました。
　当日は、村立緑中学校第３学年の生徒16名が参加し「住み続けたい村とは」を主なテーマに、
村の「良いところ」「改善すべきところ」の洗い出しやそれらをより伸ばすため、改善するための
具体的な政策について４つのグループに分かれて討議を行いました。生徒たちからは、タブレッ
ト活用や給食費の無償などの教育環境の充実さに関する意見や通勤通学などの交通の不便さに
関する意見があったほか、イベントが盛んなことから夏のイベントに併せて和服のレンタルを
行うなどの村の魅力につながる具体的な提案がありました。

み続けたい村とは？住

　３月、清川幼稚園とあおぞら保育園、緑小学校、宮ヶ瀬小学校、緑中学校で卒園・卒業証書授与
式が開かれました。
　同12日開催の緑中学校卒業証書授与式で、卒業生はこれまでの思い出や友達、恩師、後輩や家
族に感謝の思いを伝え、合唱では会場中に澄んだ歌声が響き、多くの卒業生の目に涙が光ってい
ました。
　それぞれの思い出を胸に、新しい希望に向かって母校を巣立ったきよかわっ子たちは次のと
おりです。皆さん、ご卒園、ご卒業おめでとうございます。

清川幼稚園
緑小学校
緑中学校

7人
20人
20人

あおぞら保育園
宮ヶ瀬小学校

8人
1人

しい希望に向かって新
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全な乗り方と命の守り方安
　３月７日、緑小学校校庭で自転車安全教室が行われました。
　この安全教室は自転車の安全な乗り方や命の守り方を学ぶことを目的に、厚木警察署が第３
学年生を対象に毎年実施しているものです。今回も厚木警察署、スクールサポーターや保護者の
方にご協力いただきました。
　安全教室では、自転車に乗る時の交通ルールと自転車の点検方法の講義や校庭を模擬道路と
して自転車に乗る実技が行われました。
　児童たちは真剣な表情で警察官の方のお話しに耳を傾け、自分自身や周りの人の安全を守る
ため、積極的に学び取ろうとする姿が見えました。

問 総務課安全防災交通係☎（288）1212問 厚木警察署☎（223）0110

春の全国交通安全運動
新しい煤ヶ谷駐在員が着任

４月6日（土）～15日（月）

安全は
　心と時間の ゆとりから

４月10日は交通事故死ゼロを目指す日

　自転車に乗るときはヘルメットをかぶりま
しょう。
　村では自転車用のヘルメットの購入費の一部
を助成します。詳しくは、担当課までお問い合わ
せください。

　平山享巡査部長が３月11日から厚木警察署
煤ヶ谷駐在所に着任されました。

ひらやまとおる

　煤ヶ谷駐在所で勤務することになり、一
番やりたい仕事、やりがいのある仕事がで
きることになりましたので、皆さんとのふ
れあいを大切にし、皆さんが安心して暮ら
せるよう努めていきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。
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皆さんこんにちは、根岸の塚田脩平さんからバトンを

受けました下舟沢の伊藤貴史です。

私は、生まれは厚木で、小学5年生で静岡に渡り、大学

生の頃に名古屋で妻と出会い結婚をし、子どもを育てる

環境を求め、妻の地元である清川村に越してきました。

早いもので、清川村での生活も11年を迎え、夜間の車

の通勤で、鹿や猪など大柄な動物に遭遇しても驚かなく

なって来ました。

小さかった娘たちも周りの豊富な自然と近所の方々

のお陰で素直に大きく育ってくれています。

元々夫婦揃ってインドアな生活をしていたのですが、

気軽に外でBBQなど自然環境を楽しめるので、外で過ご

す楽しみも覚えることが出来ました。

次は、いつも家族でお世話になっている下舟沢の川口

祐子さんにバトンタッチさせていただきます。

ひらかわ　 　とうま

平川　翔真さん　７歳

おおや　　 すずか

大矢　紗花さん　７歳

お父さん　貴之さん
お母さん　幸恵さん 自治会（柳梅）

いつも可愛い笑顔で家族みんなに癒しをあり

がとう☆

優しいすずちゃんが大好きだよ

家族より

お父さん　大地さん
お母さん　一美さん 自治会（清水ヶ丘５区）

いつも明るく元気な翔真が大好きだよ。

これからも笑顔いっぱいで過ごしてね。

ママ、パパより

伊藤　貴史さん
（下舟沢）

いとう　　 たかし
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　村消防団副団長の川田美徳さんが、消防庁長官
表彰の永年勤続功労章を受章されました。
　川田さんは平成元年度から消防団員として活
躍し、その功績が認められました。

問

◎県消防協会会長表彰

　功績章　　第３分団　副分団長　井上　正人

◎日本消防協会会長表彰

　精績章　　本　　部　副 団 長　川田　美徳

　勤続章　　第４分団　分 団 長　落合　康弘

　　　　　　第２分団　団　　員　細野　正志

令和５年度消防功労者表彰のご紹介

総務課安全防災交通係☎（288）1212

川田美徳さん（下舟沢）に
永年勤続功労章

川田美徳さん（下舟沢）に
永年勤続功労章

お知らせ村政情報室15
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国 民 年 金

令和６年度国民年金保険料について
　令和６年４月から翌３月までの国民年金保険料額は、１ヶ月16,980円です。
納め忘れがなく、手間が掛からない口座振替やクレジットカードでの納付方法が
選べますので、ご希望される方は手続きをお願いします。
※詳しくは、日本年金機構ホームページ（http://www.nenkin.go.jp）をご覧く
　ださい。
問 厚木年金事務所☎（223）7171、税務住民課住民保険係☎（288）3849
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